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（独)土木研究所寒地土木研究所は，2010（平成22）年度より，公共事業における景観創出効果に関す

る研究を行っている．本論は，その基礎的研究として，事業評価に用いられている経済評価手法，及び，

既往の景観整備効果の分類・整理体系化に関する研究について，その現状と課題について考察するととも

に，試論として，景観整備効果の分類・整理体系化に関する既往の成果を活用したCVMによる経済評価手

法の枠組みについて提案するものである． 
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１．背景と目的 
 
(1)公共事業における景観創出に向けた施策について 

国土交通省では，2003（平成15）年の「美しい国づく

り政策大綱」により，公共事業における景観の配慮が内

部目的化されて以降，様々な施策を行ってきている．具

体的には，2004（平成16）年に「国土交通省所管公共事

業における景観評価の基本方針（案）」を策定し（2007

（平成 19）年に「国土交通省所管公共事業における景

観検討の基本方針（案）」に改正）（以下：景観アセ

ス），直轄事業における景観整備の手続きを整えるとと

もに，2009（平成21）年に「公共事業における景観整備

に関する事後評価の手引き（案）」（以下，「事後評価

の手引き」）を策定し，整備効果を把握するための調査

手法と事後評価の手続きを整理するなど，公共事業にお

ける景観整備に対する仕組みづくりを進めてきた．さら

に，2004（平成16）年から事業分野別に「景観形成ガイ

ドライン」を策定し，2008（平成20）年には「景観デザ

イン規範事例集」を発行するなど，景観整備の進め方，

規範事例など，公共事業における景観整備の方向性も提

示してきた． 

また，地方公共団体においては，2004（平成16）年の

景観法の制定により，各自治体が主体となった景観整備

への取組みが進んでおり，2011（平成23）年8月1日現

在で，景観行政団体は 510 団体，景観計画策定団体は

305団体となっている． 

(2)公共事業における事業評価について 

このように，行政分野において，公共事業における景

観整備に関する取組が行われてきている一方で，公共事

業における建設投資額の減少等を背景として，事業の効

率性やコスト縮減に対する意識が高まってきている．そ

うしたなか，公共事業の評価に関する行政の取組みとし

て，新規事業採択時評価（事前評価），再評価，事後評

価により事業の効果や正当性を確認する仕組みが整えら

れつつある．こうした事業の評価は，主に各事業の費用

便益マニュアルにより費用便益分析を用いて行われるた

め，実際に発現する様々な効果のうち，経済的価値とし

て算出可能なものにより評価される仕組みとなっている． 

また，近年では，環境や地域社会への多面的な効果な

どへの意識の高まりから，環境の価値（図-1）のような

非市場財的効果についても便益算出により経済評価を行

う手法（以下：経済評価手法）が発案され，これを事業

評価に取り入れようとする取組みも行われてきており，

実際に各事業の費用便益マニュアルにおいてもそれらの

手法が記載されてきている． 

図-1 環境の価値の分類（参考文献1)を参考に筆者作成） 



 

 

(3) 研究の目的と本論文の位置付け 

従来，景観に関わる公共事業の事業評価においては，

その経済評価は困難であることが指摘されてきた 2)．し

かし，公共事業の事業評価の現状を鑑みると，今まで評

価が困難であった事業効果について，経済評価項目との

関係性を視野に入れた効果の分類・整理体系化や，経済

評価手法に関する研究が，特に行政の分野において求め

られていると言える． 

以上の背景から，公共事業における景観整備の促進に

寄与するため，(独)土木研究所寒地土木研究所では，

2010（平成22）年度より，公共事業における景観整備の

効果（以下：景観整備効果）について，効果の分類・整

理体系化と経済評価手法に関する研究を行っている． 

本論は，その基礎的研究として，景観整備効果の経済

評価手法に関する現状と課題を整理し，研究の枠組みに

ついて考察したものである． 

本論では，まず現在事業評価に用いられている経済評

価手法についてレビューを行い，次に景観整備効果の分

類・整理体系化及び経済評価に関する既往研究等を踏ま

え，評価対象となる景観整備効果の特徴と経済評価に関

する考察を行う．続いて，景観整備効果の経済評価手法

に関する研究を進める際の，評価目的と適用の留意点に

ついて述べる．最後に，経済評価手法に関する試論とし

て，景観整備効果の分類・整理体系化に関する既往の成

果を活用したCVMによる経済評価手法について，その枠

組みを提案する． 

 

 

２．景観整備効果の経済評価手法に関する考察 
 

(1)事業評価における経済評価手法 

公共事業における事業評価に採用されている経済評価

手法について，その特徴と各事業のマニュアルにおける

取扱いを整理したものが表-1である． 

手法は大別して，人々の行動やその結果としての地代

や賃金から間接的に価値を評価する顕示選好法と，対象

の価値を直接人々に尋ねて評価する表明選好法の二種類

がある．顕示選好法には，代替法やトラベルコスト法，

ヘドニック法などの手法があり，表明選好法には，ＣＶ

Ｍ（Contingent Valuation Method）やコンジョイント分

析などの手法がある．これらの手法の特徴を整理したも

のが，表-1である．顕示選好法は，利用への意志や，実

際利用した結果を間接的に図る手法であるため，図-1に

おける利用価値しか測ることができない．一方，ＣＶＭ

などの表明選好法は，アンケートを基礎とした分析を行

うため，存在価値や遺産価値などの非利用価値の算出が

可能である．ＣＶＭは，様々な事業分野の事業評価マニ

ュアルに便益計測手法として記載されているが（表-2），

一方で，バイアスの影響を受けやすいため，適用に際し

て十分留意が必要であることや，結果に対する検証が難

しいことなどが指摘されている5)．国土交通省では，そ

のような調査方法や計測精度に対する適切性や，事業分

野間での整合性に関する指摘から，2009（平成21）年に

「仮想敵市場評価法（CVM）適用の指針（案）」（以

下：「ＣＶＭ適用の指針」）を作成している．その中で，

適用に際して事業分野横断的に留意すべき事項や，確認

 

表-1 公共事業におけるＣＶＭの適用状況（参考文献3)を参考に筆者作成） 

名称 代替法 トラベルコスト法 ヘドニック法 CVM コンジョイント分析

内容
評価対象に相当する私的財
に置き換える費用をもとに評

対象地までの旅行費用をもと
に評価

環境が地代や賃金に与える影
響をもとに評価

環境変化に対する支払意思額
や受入補償額をたずねることで

複数の環境対策を提示し、そ
の選好をたずねることで評価

利用価値 利用価値 利用価値 利用価値および非利用価値 利用価値および非利用価値
水質改善、土砂流出防止など
に限定

レクリエーション、景観など訪
問に関わるものに限定

地域アメニティ、水質汚染、騒
音、死亡リスクなどに限定

レクリエーション、景観、野生動
植物、種の多様性、生態系など
非常に幅広い

レクリエーション、景観、野生
動植物、種の多様性、生態系
など非常に幅広い

必要な情報が少ない 情報入手コストが少ない 適用範囲が広い 適用範囲が広い
旅行費用と訪問率などのみ 地代、賃金などの市場データ

から得られる
存在価値や遺産価値などの非
利用価値も評価可能

環境価値を属性単位に分解し
て評価できる

代理市場が存在しないものは
評価できない

アンケート調査の必要があるの
で情報入手コストが大きい

アンケート調査の必要がある
ので情報入手コストが大きい

代理市場が完全市場という仮
定が必要

バイアスの影響を受けやすい バイアスの影響を受けやすい

大気汚染対策、健康被害対
策、住宅整備など

レクリエーション整備、野生動植
物の保全、生態系保全、温暖
化対策、熱帯林保全など

現実の環境政策への適用例
は少ない

適用事例

適用範囲

利点
直感的にわかりやすい

問題点

評価対象に相当する私的財
が存在しない場合は評価でき
ない

適用範囲がレクリエーションに
関係するものに限定される

森林や農地の多面的機能の
評価、水源開発の効果など

国立公園の整備、都市公園
の整備、緑地整備など

分類

顕示選好法

（人びとの行動を観察することで環境の価値を間接的に評価）

表明選好法

（人びとに環境の価値を直接たずねることで環境の価値を評価）

ー

国土交通省
事業分野別
マニュアル

における取扱い

・大規模公園事業
　（環境・景観の保全価値）
・下水道事業
　（生活環境の改善効果、
　便所の水洗化効果）
・ダム周辺環境整備事業
　（貯水池の濁水の改善）等

・大規模公園事業
　（直接利用価値）
・港湾事業
　（交流・レクリエーション価値）
・ダム周辺環境整備事業
　（ダム湖利用価値等）

・市街地再開発事業
・土地区画整理事業
・住宅関連整備事業
　（周辺価値の上昇分）

・河川環境整備事業
　（親水性、自然環境、景観等）
・ダム周辺環境整備事業
　（景観、環境の改善等）
・海岸事業
　（災害による精神的被害、
　　海岸利用、環境保全）等



 

 

すべき事項について整理し，事業分野ごとのマニュアル

作成に当たっては，同指針と整合性を図ることと記して

いる6)． 

次に，景観整備効果の分類・整理体系化に関する既往

研究の成果について整理し，評価対象となる景観整備効

果の特徴に関する考察を行う． 

 

(2) 景観整備効果の分類・整理体系化に関する既往研究 

景観研究の分野における公共事業による景観整備効果

に関する研究成果としては．まず安仁屋ら 7)，後藤ら 8)，

福井ら 9)の個別事業のケーススタディによる景観整備効

果の把握を試みたものや，福井ら10)による効果の事業分

野別の発現について整理し，利用者による景観事業の評

価軸を示したものなどが挙げられる． 

また，これらの個別事業へのアプローチを踏まえて，

溝口ら 11)は公共事業における景観整備の事後評価に向け

て，アウトカム（事業による物理的結果を意味や価値に

置き換えたもの）としての景観向上効果について，具体

的な分類項目を提案している．この研究に関して，「公

共事業の景観整備効果に関するアドバイザー会議（座

長・篠原修政策研究大学院大学教授当時）」が設置され，

研究成果は先述の「事業評価の手引き」12)としてまとめ

られている． 

 これらの研究は，経済評価手法とは異なる事後評価手

法の確立を目的に行われた研究であるが，景観整備効果

に対する分類に加えて，これらの効果に関する調査方法，

提示方法が詳細に記述されており，経済評価手法に関す

る研究において基礎的資料になるものと考える． 

また事前評価については，藤倉ら 13)が，公共事業の景

観検討の地域づくりへの活用を目的として，景観アセス

に景観整備のアウトカムとしての効果を組み込んでいく

試論を示している． 

なお，現在本研究所と連携し，国土交通省国土技術政

策総合研究所では，公共事業におけるハードの景観整備

だけでなく，整備プロセスやソフトまで含めた取組み全

体（景観創出）と，地域のまちづくりへのアウトカム

（景観創出効果）との関係性に関する研究を行っている．

具体的には，i)公共事業における景観整備が地域のまち

づくりに及ぼす効果の類型化，ii)効果の相互関係及び

効果と景観整備手法との関係の分析・把握，iii)効果の

発現プロセスの分析・整理を行っており，より詳細な内

容については，別報にて報告する． 

このような研究に基づく景観整備の効果に関する分

類・整理体系化に関する知見の蓄積は，経済評価手法に

関する研究においても重要な役割を果たしていくと考え

られる． 

 

(3) 景観整備効果の経済評価に関する既往研究 

公共事業による景観整備と経済的評価に関して，2007

（平成19）年には，国土交通省都市・地域整備局より

「景観形成の経済価値分析に関する検討報告書」が示さ

れている．内容としては主に建築物の形態意匠，高さ等

の規制を行うことによる良好な景観形成を図る際に，規

制によって得られる景観の価値と，失われる利益の双方

表-2 公共事業におけるＣＶＭの適用状況（参考文献7）より出典） 

事業名 適用対象効果等 マニュアルにおける位置づけ マニュアル名

河川･ダム事業 河川利用の推進

（河川環境整備事業） 水質の改善

自然環境の改善

河川･ダム事業

（ダム周辺環境整備事業）

海岸環境保全

海岸利用

施設存在便益

市民文化向上

歩行者移動サービス向上

上下移動快適性向上

悪天候対応快適性向上

人車錯綜回避

生活環境の改善

公共用水域の水質保全

遺跡・史跡の保存・保護

希少動植物の生息

土砂災害の防止

親水空間の提供 等 ＣＶＭが適用可能である旨の記 大規模公園費用対効果分析手

港湾整備事業

（港湾環境整備事業）

ＣＶＭの実施手順の記載有り 港湾投資の評価に関する解説

観光基盤施設 満足度向上

整備事業 利便性向上

地域的外部効果

海岸事業 ＣＶＭの実施手順の記載有り 海岸事業の費用便益分析指針

（改訂版）

ＣＶＭの実施手順の記載有り 河川に係る環境整備の経済評
価の手引き

環境改善 ＣＶＭの実施手順の記載有り ダム周辺環境整備事業における

費用便益分析の手引き（案）

都市再生総合整備事業（拠点

整備型）及び市街地環境整備

事業

ＣＶＭが適用可能である旨の記

載有り

都市再生総合整備事業及び市

街地環境整備事業の新規採択

時評価マニュアル（案）

下水道事業 ＣＶＭの実施手順の記載有り 下水道事業における費用対効

果分析マニュアル（案）

ＣＶＭの実施手順の記載有り 観光基盤施設整備事業におけ

る費用対効果分析マニュアル

都市公園事業 特殊ケースの場合の便益計測

のガイドラインとして、ＣＶＭの実

施手順の記載有り

小規模公園費用対効果分析手

法マニュアル

港湾環境整備による緩衝・修景

機能、休息機能、自然環境の改

善機能

ＣＶＭが適用可能である旨の記

載有り

港湾整備事業の費用対効果分

析マニュアル

 



 

 

を分析し，合意形成への一助とすることを目的とし，ヘ

ドニック法とコンジョイント法を用いた検討内容を示し

ている14)．規制に対する価値分析を前提としていること

から，ハードの景観整備に対して要素の分解指標を用い

た評価を行っており，アウトカムを含めた景観整備の効

果全体との関係性に関する記述がみられないことが課題

である． 

景観の価値をＣＶＭで算出した例においても，景観整

備のハードの側面や，観光レクリエーションに焦点を当

てたシナリオによるものが多く，先の事例と同様の景観

整備の効果全体との関係性が見えないという課題が挙げ

られる．15) 

 

(4) 景観整備効果の経済評価手法に関する考察 

景観整備効果に関する既往研究からも分かる通り，公

共事業による景観整備効果としては，物理的な整備結果

だけではなく，地域や社会に対する意味（アウトカム）

を丁寧に読み解きながら分類・整理体系化及び評価して

いく必要がある． 

また，「事業評価の手引き」による効果の分類と効果

例を見ると（表-3），アウトカムを含んだ効果が，効果

の発現する対象により分類整理されていることが分かる．

さらに，「事業評価の手引き」には，各事例に関する具

体的な景観整備効果が，調査・取りまとめ方法と共に記

載されている．しかしこれらの効果は，独立せずに有機

的な関係性をもって発現していると考えられ，経済評価

手法の適用という視点から見ると，効果の中に利用価値

と非利用価値が混在していることから，手法の適用にあ

たっての追加の分類整理作業が必要であろう． 

以上から，景観整備効果の分類・整理体系化に関する

既往の成果を踏まえ，経済評価手法に関する研究を進め

るにあたり，以下の方針を設定した． 

① 景観整備効果の分類・整理体系化を参考とし，アウ

トカムも含めた効果全体像と算出する経済評価項目

との関係性を明示した上で経済評価を行う． 

② 景観整備効果のうち利用価値として発現している効

表-4 景観事業の評価目的と評価内容 

行政内の事業の推進 住民との合意形成 事業の適切性の確認 事業成果の提示 今後事業への参考

議会、事業評価委員会 住民、マスコミ
議会、検査機関
住民、マスコミ

議会、検査機関
住民、マスコミ

事業者、コンサル
住民

検討範囲
検討体制

対象事業の選定
周辺景観との考え方
具体的方針/項目/尺度

周辺環境との考え方
評価者
評価方法
評価時期

評価方法

事業背景
事業対象の分類
事業者の分類

事業背景の適切な説明
が行われているか

事業対象の分類
事業者の分類
規範風景の有無

事業対象の分類
事業者の分類
規範風景の有無

計画
周辺景観への配慮、住民利用
施設、空間の規模・形状・配置
コスト縮減と費用対効果

進め方の適切性
ワークショップ、シンポジウム
の開催の有無の周知

景観整備方針等
当初計画との比較

計画段階での取組みと
景観整備効果の関係性整理

設計 細部設計・材料等
進め方の適切性
ワークショップ、シンポジウム
による住民意見の反映

景観整備方針等
当初計画との比較

設計段階での取組みと
景観整備効果の関係性整理

施工 デザイン監理体制について 適切な施工に関する確認
景観整備方針等
当初計画との比較

施工に関する取組みと
景観整備効果の関係性整理

（維持管理） コスト縮減と費用対効果 維持管理方法に関する協議
景観整備方針等
当初計画との比較

維持管理に関する取組みと
景観整備効果の関係性整理

事
業
の

成
果

施
設

整備内容 景観予測手法による検討 景観予測手法による協議
景観整備方針等
当初計画との比較

「事業の成果」による
景観整備効果の整理

整備施設内容と
景観整備効果の関係性整理

効果 過去の類似事例からの例示 過去の類似事例からの例示
景観創出効果の整理

当初計画との比較
景観整備効果の整理

各段階での取組み及び
景観整備効果間の

関係性整理

便益算出と
効果の関係

性

過去の類似事例からの例示
（予測による便益計算）
（※可能かつ適切な場合）

過去の類似事例からの例示
（予測による便益計算）
（※可能かつ適切な場合）

（費用対効果の確認）
（※可能かつ適切な場合）

景観整備効果との関連性
からみた便益算出の
可能性と限界の提示

景観整備
効果

便益算出

A 景観事業の評価目的

Ｂ
評
価
内
容

「事業の枠組み設定」
による

景観整備効果の整理

事
業
の
枠
組
み

設
定

事
業
の
枠
組
み

「事業の進め方」による
景観整備効果の整理

事
業
の
進
め
方

計
画
設
計

施
工

事前／事後評価 事前評価 事後評価

評価目的

結果を提示する対象

景観整備効果の整理・体系化と経済評価手法の関連性の提示

※
各
段
階
で
の
取
組
み
と
景
観
整
備
効
果
の
関
連
性
整
理
・
体
系

表-3 事後評価の手引き 14)における景観整備効果の分類と効果例 



 

 

果に関しては，顕示選好法により算出する． 

③ 利用価値と非利用価値を含めた効果については，表

明選好法により一体として算出する． 

④ 経済評価結果に関しては，経済評価されなかった効

果の全体像と合わせて提示する． 

 ①については，景観整備効果の全体像と合わせて提示

することにより，算出した効果の過大評価又は過小評価

を防ぐとともに，経済評価の作業を通じて景観整備効果

全体への認識を深める目的がある．②③に関しては，信

頼性の高い適切な手順により算出することが重要である．

特に表明選好法については，「ＣＶＭ適用の指針」等と

の整合性を図りながら，評価法の工夫を行っていくこと

が重要である．④に関しては，経済評価手法は万能では

無く，算出された便益はあくまでその効果の価値に対す

る議論の出発点である5)という認識から，付記した． 

 

(5) 経済評価手法の適用に関する考察 

 景観整備効果の経済評価手法の適用目的としては，景

観アセスのような事前評価から，事後評価まで様々な場

面が考えられる．本研究では，景観整備効果の経済評価

手法に関する既往の知見が少ないことから，事前評価の

枠組み設定が難しいと考え，まず始めに事後評価におけ

る適切な「事業成果の提示」を目的とする研究を進める

こととした．今後，景観整備の事後評価における，経済

評価手法に関する知見が蓄積されることにより，事前評

価や合意形成に適用されていくことが期待される（表-

4）． 

 

 

３．ＣＶＭによる経済評価に関する試論 

 

(1) ＣＶＭについて 

 前述した経済評価手法に関する研究を進める際の方針

の③において提示した，表明選好法による経済評価に関

する試論として，ＣＶＭを用いた手法の枠組みに関する

提案を行う． 

ＣＶＭを例として挙げた理由としては，景観整備効果

の特徴である，非利用価値を含めた多様な効果を評価項

目の対象としたいという判断と，様々な事業分野の事業

評価マニュアルに便益計測手法として記載されており，

事業評価の場面で既往の知見が多くあること，さらに，

「ＣＶＭ適用の指針」によりベースとなる留意事項等が

整理されていることが挙げられる． 

 

(2) 具体の提案について 

ＣＶＭは，ある効果や価値に対して，状態Ａ（with）

と状態Ｂ（without）を提示し，その変化に対して最大

支払っても構わない金額（WTP），または最低必要な保

障額（WTA）をアンケートによって尋ねることで，補償

余剰または等価余剰を直接評価する手法である． 

景観整備効果については，既往研究で指摘されている

ような景観整備に関わって発現した様々な効果について，

できるかぎり評価内容に盛り込むとともに，効果全体に

照らして，どの効果を算出しているのかを明示する必要

がある．よって，景観整備が行われた状況としての現

在：状態Ａと，景観整備が無い状況としての仮想状況：

状態Ｂについて，できるかぎり詳細に，アンケート内で

各状況の説明を行う文章資料（以下：シナリオ）に記述

する必要がある． 

本論の提案は，この各状態を伝えるシナリオ記述を，

より詳細に分かりやすくする作業について，過去の研究

の蓄積があり，現在も行われている景観整備効果の分

類・整理体系化の作業と一体的に行えないかというもの

である（図-2）．今後，景観整備効果の分類結果を，い

かに適切なシナリオに変換するかという作業を行うこと

により，「景観整備効果の分類・整理体系化」と「経済

評価手法」に向けた研究を一体的に促進できると考える． 

 当然，ＣＶＭの手法の制約上，評価できない効果の項

目がでてくるが，それらの項目を整理していくことによ

り，むしろ経済評価ができない項目を含めた景観整備の

効果全体について，より広い範囲に向けて説明すること

につながるのではないかと考える． 

 

 

４．結論 

 

(1)本論の成果 

本論の成果は，以下の通りである． 

・事業評価に用いられている経済評価手法についてレ

ビューし，各手法の特徴と事業評価への適用の現状

について整理した． 

 

図-2 景観整備の既往知見を活用した経済評価手法の提案 



 

 

・景観整備効果の分類・整理体系化及び経済評価に関

する既往研究等から，評価対象となる景観整備効果

の特徴を整理し，経済評価に向けた考察を行った． 

・以上の考察から，景観整備効果の経済評価手法に関

する研究を進めるに当たっての方針と留意点を整理

した． 

・効果の分類・整理体系化に関する既往の成果を活用

した経済評価手法に関する試論として，ＣＶＭを用

いた手法について，その枠組みを提案した． 

本論の成果により，今まで取組まれてきた公共事業

における景観整備の効果に関する整理体系化に向けた

作業と，経済評価手法による評価へのニーズに対応す

る作業の連携が図られていくことが期待される．さら

にその成果が，景観整備に向けた適切な評価と合意形

成の促進，新たな公共事業成果の全体像把握に繋がる

ことが望まれる． 

 

(2)今後に向けて 

本論で提示した今後の研究に向けた方針に基づき，引

き続き公共事業における景観整備効果の経済評価に関す

る研究を進めていく．具体的には，試論にて示したＣＶ

Ｍのシナリオに対する，既往の景観整備効果の分類・整

理体系化に関する研究成果の活用可能性について，引き

続き調査分析を行う． 

また，他の経済評価手法についても同様に研究を進め，

公共事業における景観整備効果の経済評価に関する手法

及び適用方法等に関する技術資料としてまとめていく． 
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